
墨田区避難所運営マニュアル改訂の概要

改訂の経緯

区では、避難所運営の流れや避難所生活における共通ルールについて、震災時の避難所運営を前提として、標準的な指針を定めた「墨田区避難所運営マ

ニュアル」を平成２３年７月に作成した。

男女共同参画の視点に基づく避難所にお
ける生活環境の改善策の追記１ 分かりやすく、使いやすいマニュアルの作成３

改訂の視点

防災関連計画、法令等との整合、先進事
例及び過去の災害における教訓の反映２

○避難所における生活環境の整備
・要配慮者に配慮した避難所運営を行う。

・避難所内の防犯対策を強化する。

・避難所の暑さ、寒さ対策を行う。

○在宅避難者への対応
・在宅避難者へ物資を配給する。

・在宅での避難生活を余儀なくされた要配慮者に係

る情報収集をする。

○被災者に対する的確な情報提供
・視覚、聴覚に障害のある方や外国人等情報が伝わ

りにくい要配慮者に対しては、それぞれに対応し

た音声や文字等による情報伝達に配慮します。

○避難所の長期化対策・集約・閉鎖の具体的
な手順

○避難所運営方法の見直し
・避難所運営に男女双方の意見を取り入れられる

ように、避難所運営本部のメンバーの３割は女

性のメンバーとなるよう人員の確保に努める。

・女性だけが炊き出し、男性だけが防犯担当とな

らないように、男女バランスよく役割分担でき

るよう配慮する。

○女性や要配慮者に配慮した食糧・物資
・女性用下着、生理用品等の女性用物資や紙オム

ツ、尿とりパッド、乳幼児用ミルク、離乳食等

の要配慮者用物資のニーズを確実に把握する。

・食物アレルギーを持つ方へ十分に配慮した食糧

の提供を行う。

○男女の差を踏まえたニーズ把握と対応
・男女別のトイレ、更衣室、洗濯場、洗濯物干し

場等の設置や授乳室等を配置するよう努める。

・女性特有の物資は女性が配布するなど配布方法

に配慮する。

○被災者のたどる経過支援イメージ、各班対応フロー
図の追加

○活動班の整理統合
・管理班と情報班を統合し、管理・情報班とした。

・ボランティア班を総務班に編入した。

○各班の対応をチェックリストに整理

○対応フロー、ポイント整理、イラストの多用、

○資料・様式編の充実

一方、災害に見舞われた被災地にて、避難所の生活環境への不備などが多く指摘されたことを受け、国は平成２５年度に、「防災基本計画」の修正や

「男女共同参画の視点からの防災・復興の取組指針」を策定し、男女共同参画の視点に加え、避難所での女性、子育て家庭、要配慮者のニーズへの配慮を

行うことや復旧・復興の場における女性参画の推進等を位置付けている。

また、区では、平成２６年度に「女性の防災対策懇談会」を実施し、既存のマニュアルをより実効性の高いものへと改訂すべきとの提言を受けた。

これらの背景を踏まえ、新たな課題を反映した対策を検討し、より分かりやすく、使いやすいマニュアルに修正した。

【被災者のたどる経過と支援のイメージ】 

 

生活再建に向けた動き
避難 衣食の一時的な落ち着き 諸手続 集団移転への話合い
家族の安否確認 求職活動
ケガの手当 子どもたちの学校再開

復興から取り残されたり、
驚き、パニック状態 先の見えない不安
感情のマヒ 一時的にほっとする 被災による理不尽さへの 避難先分散化による

怒り・不満 冷静・不安・悩み・孤独 コミュニティーの薄れ
経済的不安 　　　　　　　　　　　　　(※2)
育児不安 傷ついた子供たちのPTSD

食糧・寝床の確保
物資が徐々に届く
入浴（もらい湯等）

②多様な状況の把握
③多様なニーズの把握
④みんなで共同作業
⑤避難所自主運営の支援
⑥女性も避難所運営の責任者に

⑫在宅避難者への配慮

　　　　　　　　　　　　　　　　(※1) DV:ドメスティック・バイオレンス。夫婦や恋人など親密な関係にあるカップル間の暴力

　　　　　　　　　　　　　　　　(※2) PTSD:心的外傷後ストレス障害
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（感情）
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当日～数日

展開期～安定期

数週間時期 数日後～

撤収期

癒し・娯楽等の
ボランティア

１か月～２か月 ３か月～４か月

被災者

一時避難所
（体育館、
公民館、学
校等）

二次避難所（ホテル、旅
館等）への移動

男女共同参画
の視点からの
配慮・支援

①避難が困難な人
たちへの支援

⑦マッサージ・足湯・傾聴
ボランティア等
⑧女性専用スペース、相
談窓口の設置と周知
⑨女性や子どもに対する
暴力の防止

様々な人た
ちに配慮し
た避難所の
設置と運営

弱者への暴力
（性暴力、DV(※1)、児童虐待等）
過度な飲酒

日常が戻り始め、生活の
立て直しへ

⑬法律や税等の専門家
による相談、公的支援制
度の周知

仮設住宅、民間借上
げ住宅等への移動

復興住宅、自宅再建等

避難者自身による避難所自主運営

⑩子どもたちの生活リズムづくり

精神的な支えを失った人
にとってはストレスの多い
生活が続く

⑭女性の就業支援、起
業支援

⑮定期的な交流会、
見守り訪問活動

⑯子どもたちの長期の見
守り

⑪男性の孤立防止、過労
防止

全班図
1　初動期【発災直後～２４時間】 ２　展開期～安定期【２４時間～１週間】

開設・運営準備 避難所運営

避難者の
動き

収容直後の混乱期 避難者の多い時期

・避難所の安全確保 ・区災害対策本部との連絡調整

・避難誘導、広報 ・避難所運営本部との連携

・避難所の開設（開錠）・点検

（１）避難所等の安全確保への協力 （５）避難者グループの編成 （１）管理責任者や施設管理者との連携

（２）避難所の開設（開錠）・点検への協力 （６）避難所の運営組織の構築 （２）在宅避難者組織（地区内残留地区を含む）との連携

（３）避難者への呼びかけ、屋内誘導 （７）避難所運営本部会議の開催 （３）地域の企業・事業所等との協働・連携

（４）避難スペースの確保

（１）開設に向けて協力し合う （１）避難所記録の作成

（２）生活ルールの作成 （２）在宅避難者組織との連携

（３）新規入所者へのルールの説明、周知 （３）地域の企業・事業所等への協力要請

（４）ボランティアの受入・管理

（１）開設に向けて協力し合う （６）名簿の管理 （１）問い合わせへの対応

（２）避難者の人数確認、報告 （７）外泊者の把握 （２）取材への対応

（３）けが人、病人、逃げ遅れの情報確認 （８）空スペースの把握・活用 （３）郵便物・宅配便の取次ぎ

（４）避難者受付名簿へ記入してもらう （９）避難所外情報の収集 （４）避難所外向け情報の発信

（５）避難収容世帯票へ記入してもらう （５）避難所内向け情報の伝達

（１）開設に向けて協力し合う （１）食糧・物資の受入

（２）備蓄食料の活用 （２）受払簿の作成

（３）避難者数の把握、報告 （３）食糧・物資の管理・配給

（４）ニーズの調査 （４）物資の分類

（５）配給不足や遅延の際の対応策検討 （５）炊き出し

（６）物資提供の呼びかけ （６）炊き出し人員の確保

（１）危険判定専門家の要請 （１）防火・防犯への対応

（２）危険箇所への立入り制限 （２）暑さ・寒さへの対応

（３）危険箇所の補修の検討、連絡 （３）避難所内の清掃当番体制作り

（４）ごみ・汚物集積所の設置、ルール作成

（５）風呂等の対応

（１）水の確保・管理 （４）医療救護所、医療機関等の開設状況把握 （１）健康管理

（２）トイレ用水の確保 （５）医務室の設置 （２）ペットへの対応

（３）トイレの設置、衛生管理 （６）医療・救護活動

（１）要配慮者の現状把握 （１）高齢者・障害者・妊産婦・乳幼児等への対応

（２）要配慮者用窓口の設置 （２）外国人への対応

（３）要配慮者に配慮した居住スペースの確保 （３）在宅避難者への対応
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